
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第 1回 武蔵村山市社会教育委員会議 

開 催 日 時 平成２３年５月１１日（水） １５時３０分 ～ １７時３０分 

開 催 場 所 さくらホール（市民会館）会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者:（委員）白戸委員、滝坂委員、河原塚委員、奥野委員、栗原委

員、淺井委員、田中委員 

（事務局）生涯学習スポーツ担当部長、生涯学習グループ主査・

主事、教育政策課 教育政策グループ担当主査 

欠席者:池谷委員、岡本委員、加藤委員 

議 題 

１． 平成２３年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

 

２．学校支援地域本部事業について 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１について：審議経過のとおり 

 

議題２について：継続協議とする 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

議題２について 

（議 長）講師の時間の都合により先に議題２を進める。 

（事務局）それでは、当市のコミュニティスクールの進捗状況について教

育政策課の担当主査よりご説明する。 

＜担当主査より武蔵村山市のコミュニティスクールの進捗状況についての説明＞ 

（議 長）それでは、質疑応答の時間に入る。 

（副議長）国の調査研究事業の予算はどのくらいか。 

（担当主査）一つの研究につき３０万円となる。内訳として、講師謝礼、協

議会の委員報酬、印刷製本費、消耗品等になる。村山学園につ

いては文部科学省から指定を認めてもらえるような方向で進ん

でいる。 

（副議長）村山学園の学校運営協議会の委員の内訳を教えてほしい。 

（担当主査）現在は全部で１７名である。副校長が３名。 

（議 長）なぜ副校長が３名いるのか。 

（担当主査）村山学園は副校長が３名体制となっている。残りの内訳は、有

識者として、近隣の保育園長、幼稚園長、人権擁護委員、拓殖

大学第一高等学校の校長先生、の４名。保護者代表として、小

学部、中学部のＰＴＡの会長、書記の方４名。地域代表とし

て、民生児童委員、青尐対の委員長、学校評議委員、放課後子

ども教室サポーター、自治会の方、保護司の方、合計１７名に

なる。 

（議 長）今後市内で予定されている第八小学校でも同じような構成の予

定か。 

（担当主査）現在、第八小学校に関しては１２名くらいで予定している。構

成については同じような流れを予定している。 

（副議長）根本的になぜコミュニティースクールを行うのか。 

（担当主査）制度化されている部分はあるが、本来、学校の運営は校長先生

を筆頭に先生たちで行うものと考える方もいる。しかし、現在

は学習指導、生活指導全般を地域の住民も協力しあいながらよ

りよい学校にしていくために現在１００％の力を１２０％の力

に上げていくものではないかと考えている。具体的に、期待さ

れる教育的効果として、学校運営について地域住民の方から意

別紙 

 



見等をもらい、より開かれた学校づくりが進められていくので

はないかと大きな効果を期待している。また、個々で地域の学

校を支援する組織があるが、現在は個々の動きになってしまっ

ているのではないかと思う。コミュニティスクールを行うこと

により、協力をしあいながら学校運営をよくする効果を期待し

ている。 

（議 長）学校支援地域本部事業と学校運営協議会の組み込み方について

どのように考えているか。学校支援地域本部事業が独創的に動

いてもいいのか。 

（担当主査）まだ、生涯学習スポーツ課との情報共有もうまくできていない

ので今年度をかけて情報共有をし、連携していける部分は協力

していく方向で検討していく。 

議題１について 

（事務局）前後したが、「平成２３年度社会教育関係団体に対する補助金

の交付について」会議資料にそって説明し、委員に意見を求め

る。 

＜事務局より議題１についての説明＞ 

（委 員）尐年尐女合唱団は昨年度から交付を開始して実績などはある

か。 

（事務局）先日、平成２２年度実績報告書が出されました。この場に資料

がないので詳しいことは述べることができない。次回には話が

できるように準備する。 

（委 員）個人的には、尐年尐女合唱団を知らないのですが、どのような

活動を行っているのか。 

（委 員）昨年度だと、市民文化祭や先日のさくらさくらコンサート等に

参加していた。 

（事務局）練習場所として市内の保育園を利用していると聞いている。 

（委 員）いろいろな団体に補助金を出しているが内訳等の報告はどうな

っているのか。 

（事務局）そちらに関しては、市の補助要綱があり、年度初めに交付申請

書を提出、交付を決定し、前金払いとして支払う。事業終了後

に報告書を提出してもらい、金額を確定します。その際に交付

金が使われていない場合には返金をしてもらう。 

（委 員）その他に関してなにかなければ審議終了とする。 

（事務局）次回までに、補助金の実績報告の関係は詳しく回答できるよう

に準備する。 

次回の会議日程について 

委員の日程調整の結果、６月２９日か７月６日（水）の予定となる。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 教育委員会 教育部 生涯学習スポーツ課（内線：６５２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


